旅 だち 



」H 弋兑 舌- 

ぉぞ 一 ま 一 一一 口 



i 島 与 志 雄 



中 山敏子 は、 それらの こと を 母から 聞かされ、 また 

先方の 写真 も 見せられ ましたが、 すべてが、 自分と は 

無関係な 他事の ように 思われました。 終戦後 まだ 数ケ 

月た つたば かりです し、 結婚な どと いう こと は 心に ぴ 

たりと こず、 た y 漠然とした 広 やかな 自由な 呼吸に 胸 

を ふくらまして いるので した。 副 島さん の 家で 先方の 

人と 会った 時 も、 わりに 平気で ありました。 

副 島さん の 家に は、 伯父さん 伯母さんの 結婚記念日 

の 三月 十五 日に、 事業と は 関係の ない 懇意な 人々 が、 

毎年 招かれました。 午後 はお 茶の 集りで、 おもに 旧知 

の 人た ち、 夜 は 食事の 集りで、 おもに 姻戚の 人た ちで 



理科大学の 研 空室に 毎日 通って る敏 子の 兄は敏 子の 結 

婚の 話な ど は 意に も 留めず、 敏 子の 意志に 任せたら よ 

かろうと だけ 言いました。 そして 母 一人で 気 を 揉み ま 

した。 

母は敏 子に いろいろ 説きました。 もう 敏子も 二十 四 

歳に なって いる こと、 筒井 直 介の 家柄 や 人柄の こと、 

副 島さん がたい へん 気 を 入れて いて 下さる こと、 副 島 

さんに は 父の 歿後ず いぶん 世話になつ ている こと、 も 

う 確かな 返事 をし なければ 義理が 立たない こと、 など 

を 繰り返し 語りました。 

そういう 時 〔# 「 そういう 時」 は 底本で は 「そういう 



敏子は 飛び 上る ように 喜んで、 自室に 迎え入れ まし 

た。 

まじまじと見 合う お 互の 顔 は、 以前と 少しの 変り も 

ありませんでした。 それだけ でもう、 本当のお 話 は 済 

んで しま つ たようでした。 

敏子は 世間話の ような 調子で、 縁談の こと を 打ち 明 

けました。 それにつ いての 自分の 態度 を 語りました。 

洋子 はすべ て 賛成し ました。 そして 言いました。 

「今どき、 結婚なん かなす つたら、 もう 絶交よ ご 

顔で 笑って、 大きな 眼で じっと見 つめられて、 敏子 

は、 なに か 胸に 釘 を 刺された 〔# 「刺された」 は 底本で は 



の 集りです よご 

洋子 とも 一 人の 青年と が 先にた つて 歩き、 敏子は 保 

科と 並んで 歩きました。 保 科 は 振り向きました。 

「兄さん も、 御両親 も、 お 丈夫です かご 

「ええ、 いっしょ におり ますの ごと 敏子は 答えました- 

「どこに お 住居です かご 

敏子は 所番地 を 言いました。 保 科 は 足 を 止め、 手帳 

を 取り出して、 それ を 書きと めました。 

「近日 中に お伺いし ましょう ご 

その 時、 敏子は 自分で も識ら ずに でたらめ を 言い ま 

した。 



母 はなに か 得心の ゆかない 様子でした。 保 科が 傍ら 

から 微笑んで いました。 

「それ はいいで すね。 山 を 眺めたり、 雪解けの 水を眺 

めたり …… 敏 子さん すっかり 詩人に なり ましたね ご 

敏子は 子供の ようにに こに こして いました。 

だが、 そんな 時に 切り だした 旅行の 話 は、 却って 容 

易く 母の 承諾 を 得ました。 母 は 次第に、 敏 子の 心が 捉 

え 難い 思いに 悩んで いました ので、 少しく 敏子を 自由 

にして みたら と、 考えた のでした。 保 科 も 口に こそ 出 

さない が、 同じような 考えら しく 察せられました。 

敏子は 二人に お 礼を言って、 决活に 席 を 立ちました _ 
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